
《自然、 この

豊饒なるもの》

小暮 得雄

9… 先ころ、環撹庁から、環境モニターを対象とするアソケー

ト調査の結果が公表 された。 「最も関心のある環境問題は何か」

の問いに対 し、"地 球環境問題"を 挙げた回答が48%、 かたや
"自然保護"は4%に とどま

ったとい う。地球環境問題 とは即

ち自然保護問題ではないのだろうか?そ の辺の機微はともあれ、

二つの数字の間の落差に衝撃を覚えた。

◇…自然保護問題の難か しさは、そもそ も保護され るべき自

然の概念が、あまりにも多彩で、荘漠としているところに由来

す るであろう。人それぞれ、自然 とは緑であり、風景であ り、

野生の動物である。ときには澄明な空気であり、水であり、栂

なる大地である。そのすべてを包容 しなが ら、自然はたえず生

成 し、移ろい、装いを変えてゆ く。自然の懐は豊かで、大 きく、

深い。はた して人間は、か くも多彩で変幻たる大 自然を、高み

から"保 護"す る立場なのだろうか?

◇…この際、人間を自然の一部ととらえる見解 も、いたずら

に混迷を深めるばか りであろう。人間はこれまで、自からの欲

求のままに、山を削 り、森を拓 き、ひたすら自然を侵奪 しなが

ら、その生活圏を拡大 してきた。人間をふ くむ"あ るがままの

自然"を 尊重するとすれば、そんな人間の在 り様を肯定す るこ

とになる。緑 したたる樹林を轟然となぎ倒す、巨大な リゾー ト

開発の現場に仔む と、とて も人間を自然界の一部 として達観す

る気分にはなれない。

◇…あれこれ物の本を読みあさっているとき、ふと"地 球の

幸福"と いう玄妙な言葉に出逢 った。酸性雨や温暖化現象、あ

るいは熱帯雨林の減少問題などを例にひくまでもな く、わが愛

すべき地球は、病み、衰 えている。病める地球を救い、美 しい

自然を回復 し、地球の幸福を護 らなければならない。快適 な環

境は、人間にとって、かけがえのない幸せなのだから……。と

いう論旨に読めた。

自然ないしは自然環境に有用性を認めて、これを保護する考

え方は、たしかに一つの見識であろう。けれども、膨濟たる地

域振興や開発の潮流に対抗するには、より飛躍 した発想、理念

が必要と思われる。有用性を根拠 とする自然保護は、所詮"人

間保護"に す ぎない。新 らしい環境倫理学はなお未熟であるが、

少 くとも自然それ じたいに価値があり、環境それ じたいが最適

な存在への権利をもつ、 とい う主張には、耳を傾けてよいので
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